







































































































































1 月 初不動・節分 新春書道展
2 月 桃の節句 ひな飾り・つるし雛
3 月 民話のつどい 民話の会・




8 月 夜の御縁日 民話の会
9 月 山野草展
10 月
11 月 縁日 12 周年 餅つき






は、「縁日を見て育った」という機会を得る事となる。現在、縁日は 13 年目を迎えようとしている。10 年を越えて、
ようやく地域にも根づいてきた感がある。さらに10年を過ぎ20年を迎える頃、「見て育った世代」がようやく20代、
































平成 23 年 3 月 11 日（金）日本の根底を覆す大災害が起きた。東日本大震災である。福島県は、地震・津波・
原発事故、そして現在も風評被害の直中にあると言える。





























































































縁日は、不動明王の縁日である 28 日に毎月（年 12 回）行われている。
縁日とは、本来、仏との縁を深める日という意味であるが、五大院縁日では「人と人を結ぶ縁結び」でもある。
1 年の締めくくりである「納めの不動」の縁日では、1 年を振り返る「一年の歩み展」が開かれる。そこでは 1 年
間を通して行われたイベントのポスターなどを展示し、「御縁結び11）」として「おむすび」が振る舞われる。1 年間
を振り返り、初めて縁を結んだ人たち、縁を深めた人たちとの交流が、新たな縁を引き寄せる事を実感するのである。
また五大院縁日では、「五大院縁日を開く会」のメンバーが、それぞれ担当部署を受け持っている。それはメンバー
の得意な分野であり、受付・お茶の接待・案内・ポスター作りなど、仕事は多岐に渡るが、自然とそれぞれの性分
に合った場所に収まるのである。
また手伝う人も、参拝する人も、それぞれ皆知り合いでもある。その日にお参りすれば、また逢える。人と人と
の縁を深めるのが、縁日なのである。
「お互い様」の精神と「結（ゆい）」の精神には、菩薩のあり方である「自行化他」に通じるものがあると言える
のではなかろうか。五大院縁日を「自行化他」の視線から見つめると、参加する人たちに根づく菩薩のあり方が見
えてくるのである。
５，小結
以上、地方寺院における寺院活動「五大院縁日」を取り上げ、その諸相を通じて菩薩行の実践の側面として見る
事ができる。その活動は「町おこし」という活動の基礎ではあるが、その底流には「自行化他」という菩薩のあり
方を無意識ながら実践していると言えなくはない。
伝教大師最澄の言葉に、「己を忘れて他を利するは慈悲の極みなり」とある。また「東においては君子といい、
西においては菩薩という」とある。彼等の行動は、まさしく菩薩の精神で行っていると言える。
菩薩のあり方は、「自行化他」の実践にあると言える。自ら仏道修行を行いつつ、他方、衆生を化導する慈悲の
実践である。縁日に関わる人々のはたらきは、無意識ながらも菩薩行を行っていると捉える事ができよう。
天台教学には「無作」という考え方がある。それは仏事（仏道修行の実践）を意識せずに、しかも自然に行う事
ができる事である。修行という形ではなく、生活の中に深く関わりを持ちながら、自然のままに菩薩のあり方を実
践する事、これが縁日に関わる人々の中に、見えてくるのである。
註
１）戦後、寺院・神社の住職神職は、教職に就くなどして糊口を凌ぐ事となった。また規模の小さい寺院神社の住
職神職は、廃寺廃社（法人解散）して、帰農してしまう事も多かった。
２）小手郷地域……出羽三山開山蜂子皇子の母である小手姫に由来する。福島県旧伊達郡川俣町・飯野町・月舘町
と福島市小国地区を含む一帯の古称。川俣町秋山地区にある女神山を中心とした地域。小手姫は、子を慕って
東北地方へとやって来て、この地で亡くなられ、女神山に葬られたという伝説がある。小手姫は養蚕の技術を
伝え、この地域における養蚕の神としても信仰されている。
３）町作り委員会……飯野町民有志によって組織される飯野町の諮問委員会。「ほら吹き大会」の内容を検討して、
実現可能化を考え、町政に活かす目的があった。
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４）五大院縁日を考える会……町作り委員会の分会。発足後、五大院に関する歴史・文化・人物などを研修し、五
大院縁日の準備段階を支えた。
５）五大院縁日を開く会……元々は「五大院縁日を考える会」に参加していた人たちであり、そのまま移行したの
である。これは「考える会」が町の諮問委員会の位置づけとなるので、そのままでは政治的な問題があるので、
独立した形を取ったものである。
６）企画会議……毎月８日夜、五大院本堂にて行われている。28 日に行うイベントを決め、関係者との折衝や、
何が必要なのかなど、細々した段取りを決める。
７）企画準備……毎月 18 日五大院本堂にて行われている。具体的にはその月に行うイベントの段取りを行う事で
ある。具体的にはイベントを依頼する相手との諸連絡を行った上で、前日 27 日にどう手配するかなどを決め、
担当者を決める。担当者は、予定のつく者が都合して担当する。
また縁日の旗指物を境内に立てるのも、この日に行われている。
８）事前準備……縁日前日である 27 日に行われる。本堂の掃除や境内の掃除、境内ポスターの準備、イベント作
品の借り入れや展示など、28 日当日に間に合うように動く。
９）町のイベント……五大院縁日のイベントとして開催された「つるし雛展」がきっかけとなり、飯野町商店街の
女性陣が「つるし雛」を作るようになり、「飯野つるし雛まつり」という町内のイベントとなり、毎年２月末
〜３月初旬にかけての行事となった。今年（平成 26 年）にて、第七回を数える。
10）鎮魂地蔵尊建立由来記……五大院境内に建立された鎮魂地蔵尊の台座に彫られている銘文。撰文には筆者なら
びに、大正大学講師霜村叡真師の指導を得ている。また鎮魂地蔵尊の台座には、宮城県南三陸町の青石を台座
とし、さらに参拝者が休めるように大きな自然石と銘文の彫られた四角い石をしつらえている。この自然石と
銘文石には飯舘村産の石を用いられている。
11）ご縁結び……「おむすび」と「ごえんむすび」をかけたもの。
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